１１８．「知る権利」より「忘れられる権利｝？
１．指導対象

　　中学校・高等学校
２．教科・科目

　　社会科（中学校）公民科（高等学校）学級活動，総合的な学習の時間
３．指導意図
　情報社会の進展に伴い、それに関する権利の尊重が社会問題となり、そのたびに法律が制定されたり改正されたりしてきている。

　ここでは、新しい人権の１つとして注目されてきている「忘れられる権利」について扱う。この権利は「知る権利」や「表現の自由」に対峙するものであるが、2011年にフランス人女性がGoogleに対して、自身の過去の写真を検索から削除することを求める裁判を起こし、勝訴したことが発端となっている。これをきっかけに、EUでは「忘れられる権利」の保障が明文化されるに至った。一方、当時の日本ではまだ「知る権利」や「表現の自由」が優先されていたが、2017年の最高裁判決以降、内容によっては、「忘れられる権利」が認められるようになってきている。
　ここでは、具体的な事例を通して様々な角度から検討し、「知る権利」と「忘れられる権利」のどちらを優先するべきかを考えさせる。このようにインターネットに絡む問題の中には、判断が難しかったり、正解が絞り込めなかったりする場合がある。このような事例を通して、インターネット上の様々な問題に対して、自分の考えをしっかりと持ち、主体的に責任を持って対応していく姿勢を身に付けることをねらいとする。
４．指導目標
　①　「知る権利」と「忘れられる権利」のどちらを優先するべきか、具体的な事例を通して考える。
　②　インターネット上の問題に対して、自分の考えをしっかりと持ち、主体的に責任を持って対応していく姿勢を身に付ける。
５．授業展開例

	学習活動
	教師の支援

	（1） 導入
○「知る権利」「表現の自由」とは何かを考える。

	○具体的な事例を通して考えさせる。必要に応じてネットで調べさせる。
○「知る権利」に対して「忘れられる権利」が新しい人権の1つとして誕生したことを知らせる。

	（2） 展開

○本事例を暗転するところまで視聴する。
○この事例の場合、「知る権利」と「忘れられる権利」のどちらを優先するかを考える。
○「忘れられる権利」の方が優先されるべきときはどのようなときか、具体的な事例をあげて、判断基準を考える。
○「ポイントはここ！」を通して、課題のポイントを確認する。
○本事例以外に、意見の分かれそうなインターネット上の問題について考える。
	○「学習課題1」の画面を示し、そう判断した理由も含めて考えさせる。
○発表を通して、意見交換し、様々な見方・考え方があることを確認させる。
○「学習課題2」の画面を示し、具体的な事例と判断基準を考えさせる。
○同様に、発表を通して、意見交換し、様々な見方・考え方があることを確認させる。
○「ポイントはここ！」の画面を示し、「学習課題1」及び「学習課題2」の回答例を確認させる。
○時間があれば、動画No.83『「特定しました」って正義ですか？』を視聴させ、自分だったらどうするかを考えさせる。

	（3） まとめ

○インターネット上の問題に対する姿勢について考えさせる。
	○インターネット上の問題に対して、自分の考えをしっかりと持ち、主体的に責任を持って対応していく姿勢を身に付けていくことが大切であることを確認する。


６．問題事例が発生した際の教師や保護者サイドの対処法，問題解決法
　本事例に関しては、インターネット上の問題に関して自分なりの考えをしっかりと持ち、責任ある対応を身に付けることをねらいとしているので、教師や保護者サイドの対処法や問題解決法にあたる内容はない。
　ただ、今後は益々このようなインターネット上の問題に対して自分の考えをしっかりと持ち、主体的に責任をもって対応していく場面が多くなることが予想されるので、可能な限り、このような問題を考えさせる場を多く設けることが重要といえる。
７．指導資料

●日本における「忘れられる権利」VS「知る権利」の最新情報と問題点（ネット誹謗中傷弁護士相談）
https://www.fuhyo-bengoshicafe.com/bengoshicafe-11949.html
　　
＊ネット社会の歩き方関連動画

動画No.83『「特定しました」って正義ですか？』

